






























































































































































































































     ヴォーカルアンサンブル学修について理解をする。発声や発音などの歌唱の技術について学び、
体験し、技能を向上させる。 
        ・資料を配布し、授業内容（音楽的な内容を考えて演奏の仕方をグループで協議し、練習して
演奏の工夫をする。それぞれのグループで発表し、その発表について他のグループが評価を
する。）について説明をする。 
        ・単元、題材の内容理解をさせるとともに、グループ学習での課題を明確に示す。 
        ・グループ活動の内容として、歌唱表現、準備等の練習計画を立てることを伝える。 




        ・歌唱表現についての理解、課題曲演奏等の演習をする。「もみじ」の旋律を理解して各パート
を練習する。歌詞や旋律の特徴など曲想を感じて歌唱練習する。 
  【展開Ⅱ】グループ分け、グループ協議、演奏の練習、発表準備 
       ・４名のグループを決定する。 
  ・編成されたメンバーでのグループ協議を課題に沿って実施する。 
・協議内容をふまえて発表練習をする。（授業外での練習も含む。） 
・個人のグループ学習における自己評価の提示 
  【展開Ⅲ】グループ発表 ・・・・自己評価及び他者評価・相互評価の提示 
     ・グループ発表をする。 
     ・グループ発表を学生が相互評価する。(例２) 
・自己評価をまとめる。 
  【評価表】 
  ［自己評価のための評価表（例１）］ 
    この自己評価のための評価表は、グループ活動での協議や練習での工夫点を記述させ、毎時間のグループ
































































「あそびうた 模擬活動づくり グループ演習」90分授業×4コマ 
   テーマ：各グループ（5～７名）に割り当てられた「あそびうた」の指導について模擬活動計画
をグループで作成する。その指導計画にそって模擬活動を発表する。 
【展開Ⅰ】 テーマについての説明、課題曲の理解、グループ分け 




        ・単元、題材の内容理解をさせるとともに、グループ学習での課題を明確に示す。 
        ・グループ活動の内容として、あそびうたの活動を協議すること、身体表現や歌唱表現、準備
等の練習計画を立てることを伝える。 
        ・自己評価表を配布し、グループ活動への自分自身の貢献度等についての評価の方法を示す。 
        ・7グループを決定する(カードを準備してくじ引きをして無作為なグループ編成をする。) 
【展開Ⅱ】グループ協議 ・・・・個人のグループ学習における自己評価の提示 
グループ発表評価 「もみじアンサンブル」 
５：大変良くできた ４：良くできた ３：できた ２：あまりできなかった １：できなかった 
評価内容 グループ発表の評価 合計点 







      ・編成されたメンバーでのグループ協議を課題に沿って実施する。 
 ・協議内容をふまえて発表準備、教材づくり、発表練習をする。 
【展開Ⅲ】 グループ協議、演奏の練習、発表準備・ 
    ・題材における活動計画を示し、活動内容を明確にする。 
・協議や演奏の参加への主体性を向上させる。 
・協議内容の記録や毎時間の自己評価をする。 






あそび歌 模擬活動作り 自己評価 
作品名 まとめ 評価 
協議への取り組み  １ ２ ３ ４ ５ 
製作への取り組み  １ ２ ３ ４ ５ 












 教 材 曲 名 教材 内容 発表 合計 
１ おもちゃのチャチャチャ １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   
２ アイアイ １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   
３ アイスクリームのうた １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   
４ 宇宙船にのって １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   
５ そうだったらいいのにな １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   
６ いぬのおまわりさん １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５   



















































向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～」中央教育審議会答申（平成 24 年 8 月
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